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発 行 所 

五所川原市役所 

407号 

昭和52年 9月1日 

印 刷 西 北 印 刷 

世 帯 数 	14, 075 

（昭和52年 8月1日現在）住民基本台帳から 

~、 

叫、 

な
す
だ
、

き
ゆ
う
り
だ
、

じ

ゃ
が
い
も
だ
。
 

お
や
お
や
か
ぼ
ち
ゃ
も
で
っ

か
く
な
っ
て
る
ぞ
。
 

ま
っ
か
な
ト

マ
ト
に
き
い
ろ

の
メ
ロ
ン
。
 

さ
あ
さ
あ
今
年
の
で
き
ぐ
あ
 
 

い
。
み
ん
な
持
ち
よ
る
自
信
作
。
 

ぼ
く
の
は
ど
う
だ
み
て
ご
ら

ん
。
あ
ら
あ

ら
わ
た
し
負
け
ち

ゃ
っ
た
。
 

か
あ
さ
ん
こ
っ
ち
へ
来
て
ご

ら
ん
。
キ
ミ
の
穂
先
に
と
ん
ぼ

が
い
る
よ
。
 

ぬ
き
足
、
さ
し
足
、
し
の
び

足
。
の
び
た
指
先
尻
目
に
し
、
 

あ
わ
や
の
と
き
に
逃
げ
て
ゆ
く
。
 

き
ょ
う
は
日
曜
、
に
ほ
ん
晴

れ
。
 チ
ビ
ッ
子
農
園
に
ぎ
や
か

だ
。
近
く
の
森
は
蝉
し
ぐ
れ
。
 

男 25,200人

女 26,947人 

市 の 人 口 

52, 147人 

o広園引ょかわら 
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市
で
は
八
月
二
十
二
日
、
市

内
の
農
業
団
体
を

網
ら
し
た
 
「
 

国
体
支
援
・
稲
わ
ら
焼
却
防
止

運
動
実
施
本
部
」
を
設
け
、
わ

ら
焼
き
防
止
や
稲
わ
ら
活
用
に

活
発
な
運
動
を
進
め
孤
こ
と
に
 

な
り
ま
し
た
。
 

今
年
は
、
第

三
十
二
回
国
民
 

体
育
大
会

（
通称
あ
す
な
ろ
国

体
）
が
青
森
県
で
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
十
月
三
日
か
ら
は
秋
季

大
会
が
全
県
下
に
わ
た
っ
て
繰
 

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
す
。
 

当
市
で
は
、
北
斗
グ

ラ
ウ
ン
 
 

ド
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
大
会

が
、
市
民
体
育
館
で
は
柔
道
競
技

大
会
が
開
か
れ
ま
す
。
ま
た
七

日
の
自
転
車

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
は
、
 

三
好
橋
か
ら
沖
飯
詰
、
飯
詰
を

走
り
抜
け
、
終
点
の
青
森
市
に
 

入
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
c
 

と
こ
ろ
が
、
現
在
の
稲
の
成

育
状
況
か
ら
す
る
と
、
秋
季
国

体
の
本
番
と
稲
刈
の
最
盛
期
が

か
ち
あ
い
そ
う
な
気
配
で
、
そ

れ
に
伴
な
い
わ
ら
焼
公
害
が
心
 
 

配
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

わ
ら
焼
き
ス
モ
ッ

グ
が
市
街

地
を
漂
よ
っ
て
日
常
生
活
を
お

び
や
か
し
、
あ
る

い
は
道
路
を

さ
え
ぎ
っ
て
交
通
事
故
の
原
因

と
な
る
な
ど
、

こ
こ
数
年
間
い
 

ろ
い
ろ
対
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
 

ま
し
た
が
、
期
 

待
す
る
効
果
が
あ
が
っ
て
い
な

い
の
が
実
情
で
す
。
 

わ
ら
焼
き
に
よ
っ
て
国
体
競

技
に
支
障
を

き
た
す
こ

と
に
な

れ
ば
、
国
体
史
上
始

ま
っ
て
以

来
の
汚
点
と
な
る
ば

か
り
で
な

く
、
五
所
川
原
市
の
恥
を
長
く

残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

各
都
道
府
県
選
手

に
気
持
よ

く
実
力
を
発
揮
し
て
も
ら
い
、
 

競
技
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
に
は
、
 

現
在
九

件
を

指
定
 

市
で
は
市
内
に
あ

る
樹
木
の

う
ち
歴
史
・
学
術
・
観
賞
上
貴

重
な
も
の
を

市
の
名
木

・
古
木

と
し
て
、
さ
る
五
十
一
年
十
月
に
 

九
件
の
名
（
古
）
 

木
を
指
定
保
存

し
て
い
ま
す
。
 

今
年
も
十
月
 

頃
に
調
査
す
る
予
定
で
す
が
、
 

皆
さ
ん
の
近

く
で
指
定
・
保
存

に
値
い
す
る
由
緒
あ
る
名
（
古
）
 

木
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
市
教
育

委
員
会
・
社
会
教
育

課

（
n
 

内
線
二
五
〇
番
）
へ
ご

連
絡
下
 
 

農
家
個
々
に
わ
ら
焼
き
を
中
止

し
て
も
ら
う
ほ
か
方
法
が
あ
り

ま
せ
ん
。
 

西
、
北
の
両
農
林
事
務
所
の

調
べ
に
よ
る
と
、
焼
却
さ
れ

る

稲
わ
ら
は
、
西
郡
で
は
総
量
の

五
七

・
一
％
、
北
五
地
方
で
は

四
八

・
三
％
と
他
地
区
に
比

べ

と
び
抜
け
て
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
 

各
農
家
に
も
作
業
上
の
都
合

は
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
稲
わ
ら

活
用
に
も
特
段
の
意
を

用
い
、
 

気
持
の
よ
い
、
国
体
の
開
催
に

ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い

し
ま
す
。
 

な
お
こ
の
運
動
は
、
市
内
だ

け
で
な
く
、
西
北
地
方
に
も
広

く
呼
び
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
 

さ
い
。
 

現
在
指
定
さ
れ

て
い
る
名
（
 

古
）
木
は
次
の
と
お

り
で
す
。
 

◇
「
ヌ
マ
ス
ギ
」
 
（
栄
町

・

菊
ケ
丘
運
動
公
園
内

）
 

◇
「

ッ
ル
マ
サ
キ
」
 
（
前
田
 

野
目

・
大
坂
方
）
 

◇
「
ケ
ャ
キ
」
 
（
種
井
・
能
 

野
宮
内
）
 

◇
「
ク
ロ
マ
ッ
」
 
（
長富
・
 

長
富
開
拓
内
）
 

◇
「
ォ
ォ
バ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
」
 

自
衛
官

一
般
ニ
士
 

（
男）
募
集
中
 

中
卒
以
上
十
八
歳
ー

二
十
四

歳
ま
で
の
若
人
を
常
時
受
付
中

で
す
。
詳
し
く
は
、
市
窓
口
サ
 

ー
ビ
ス
課
、
ま
た
は
自
衛
隊
五

所
川
原
募
集
事
務
所
（

廿
⑤
一
一

三
〇
五
番
）
に
お
間
い
合
わ
せ

下
さ
い
。
 

広
 
報
 

、こ
し
・
ょが
わ
ら
 

局
名
 
青
森

テ
レ
ビ
 

(
A
T
V
)
 

月
日
 
毎
月
、
第
二
・
第
四

木
曜
日
 

時
間
 
午
前
十
一
時
四

十
分
 

ー
十
一
時
四
十
五

分
 

（
飯
詰
・
法
林
寺
内
）
 

◇
「
ケ
ャ
キ
」
 
（
持
子
沢

・
 

香
取
神
社
内
）
 

◇
コ

ン
ダ
レ
ヤ
ナ
ギ
」
 
（柳
 

町
・
公
園
内
）
 

◇
「
イ
チ
ョ
ウ
」
 
（
梅田
・
 

教
円
寺
内
）
 

◇
「

ニ
セ
ア

カ
シ
ャ
」
 
（
原

子
‘
伊
藤
方

）
 

、
 

農
家
個
々
の
自
覚
を
 

三
一
！
一
三
一
 

名
木
・
古
木
を

指
定
 

近
く
に

あ
っ

た
ら
ご

連
絡
を
 

f
 

や
 

一
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遊
園
地
に

国
体
の
花

植
え

る
 

松島町四丁目で 

で
す
 

全国下水道促進デー 
懸 賞 募 集 

日本下水道協会は、小・中学生を対象に「全国下

水道促進デー」 の趣旨にそった図画・標語・作文を

募集しています。 

◇応募の方法 

〇図画・ポスター 大きさはA2判～B5判 

〇標語 	 はがきで 2点まで 

〇作文 	 小学生の部 1,000 -1,600字 

中学生の部 1 ,600-2,000字 

◇応募期限 	 10月20日まで（当日消印有効） 

◇送り先 東京都千代田区平河町2-4-3 

日本下水道協会広報課下水道促進デー係 

なお詳しくは、市ド水道課（if内線236- 238 

番）へお間い合せ下さい。 

快
適
な

環
境
づ

く
り
に
 

下
水
道

整
備
に

協
力
を
 

花
と
緑
で
 

高
ま
る
国
体
 

豊
か
な
自
然
環
境
に
か

こ
ま

れ
た
快
適
な
生
活
 
、

そ
れ

は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
 

私
た
ち
が
生

活
を
営
む
う
え
 

で
、
水
は
い
ろ
い
ろ
な
形
で

使

わ
れ
て
い
ま
す
。
台
所

・
風
呂
 

・

洗
濯
・
水
洗
ト
イ
レ
 

そ
し
て
工
場
な
ど

に
も
水
は
欠

く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
 

こ
う
し
て
役
立
っ
た
水
も
、
 

フて
の
ま
ま
汚
水
と
し
て
川
な
ど

に
捨
て
る
と
、
水
を
よ
ご
し
魚
 
 

が
住
め
な
く
な
っ
た
●
、
悪
臭

を
発
生
さ
せ
る
原
因
に
な
り
ま

す
。
 

こ
の
よ
う
な
汚
水
を
集
め
て

き
れ
い
に
処
理
し

た
水
を
、
自

然
界
に
も
ど

す
役
目
を
す
る
の

が
下
水
道
で
す
。
し
か
し
、
そ

の
普
及
率
は
全
国

で
二
四
・
」
ハ

％
程
度
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
 

九
月
十

日
は
「
全
国
下
水
道

促
進
デ

ー
」
 
で
す
。快
適
な
生
 
 

活
環
境
を
築
く
た
め
、
下
水
道

整
備
の
促
進
に
皆
さ
ん
の
理
解

と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。
 

資
金
と
長
い
年
月
を
要
し
ま
す

が
、
当
市
で
は
昭
和
四
十
九
年

度
に
事
業
認
可
を
受
け
、
現
在

新
宮
団
地
で
工
事
を

す
す
め
て

い
ま
す
。
 

工
事
に
あ
た
っ

て
は
、
い
ろ

い
ろ
迷
惑
を
か
け

て
お
り
ま
す

が
、
こ
こ
し
ば
ら
く
ご
幸
抱
願

い
ま
す
。
 

下
水
道
 
町
の
顔
で
す
 
心
 

松
島
町
四
丁
目
町
内
会
（
千

葉
与
市
会
長
）
で
は
、
こ
の
ほ

ど
町
内
の
児
童
遊
園
地
に

国
体

の
花
を
植
え
き
れ
い
に
整
備
し

ま
し
た
。
 

花
の
植
え
付
け
に
は
、
子
供

会
か
ら
も
四
十
人
ほ
ど
が

応
援

に
出
、
水
を
や
っ

た
り
土
盛
り
 

国
体
に
は
、

県
内
外
か
ら
多

数
の
選
手
・
役
員
が
当
市
を
訪

れ
ま
す
。
 

そ
の
た
め
、
五
所
川
原
保
健

所
で
は
、

こ
れ
ら
選
手
・
役
員

が
、
食
中
毒
や
伝
染
病
に
か
か

ら
な
い
よ
う
未
然
に
防
止
し
、
 

国
体
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、
食

品
関
係
業
者

・
従
事
者
の
検
便

を
行
い
ま
す
の
で
、
関
係
者
は
 
 

な
ど
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
。
 

植
え
た
花
は
、

マ
リ
ー
ゴ

ー
 

ル
ド
、
サ
ル
ビ
ア
で
、
あ
わ
せ

て
七
百
本
で
す
が
、
 
「国
体
選

手
を
花
で
迎
え
よ
う
」
と
汗
を

流
し
な
が
ら
が
ん
張
っ
て
い
ま

し
た
。
 

も
れ
な
く
受
け
る
よ
う
に
し
て

下
き

い
。
 

回
 
対
象
業
種
 
飲
食
店
、

旅

館
一
仕
出
し
店
、
鮮
魚
・
精

肉
店
、
菓
子
製
造
業
者
等

回
 
と
き
 
九

月
十
二
・
十
三

日
の
両
日
、
午
前
八
時
三
十

分
か
ら
午
後
三
時
ま
で
 

回
 
と
こ
ろ
 
五
所
川
原
保
健

所
 

下
水
道
 
町
の
顔
で
す
 

、
 5
 
・
 
下
水

道
の
整

心
て

す
 

備
は
、
多
額
の
 

国

体
を

前
に

検

便
 

ー
食
品
関
係
業

種
が

対
象
 



寺
田
市
長
）
 は
、
さ
る
八
月
八
 

国
体
市
実
行
委
員
会

（
会
長
 

日
、
国
体
の
市
民
運
動
の
さ
き

が
け
と
し
て
協
力
さ
為
た
二
つ
 

1

美
術
ク
ラ
プ
で
J
 

F

一
万
円
を
寄
付
L
 

五
所
川
原
津
軽
美
術
ク
ラ
ブ
 

（尾
崎
八
郎
代
表
）
は
、
こ
の

ほ
ど
市
教
育
振
興
会

へ
現
金
一

万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。
 

れ
ぞ
れ
通
知
書
を
差
し
上
げ
て

い
ま
す
の
で
、

お
誘

い
合
せ
の

う
え
多
数
の
参
加
を
望
ん
で
お

り
ま
す
。
 

市
で
は
、
九
月
十
五
日
の
 
「
 

敬
老
の
日
」
に
さ
き
が
け
、
昭

和
五
十
二
年
度
の
 
「老
人
福
祉
 

通
知
書
は
、
当
日
受
付
け
に
 

ホ
ー
ル
 

月
十
四
日

（
水
）
午
前
九
時
か

ら
。
 
（
受
付
け
は
、
午
前
八
時

三
十
分
か
ら
九
時
ま
で
）
 

◇
 
と
こ
ろ
 
市
民
文
化
会
館
 

大
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

（
●
、
内
線
二
六
一
了

二
六
四

対
象
者
は
、
 
老
後
の

幸
せ
を

願
っ

て
 
番

）
へ
H
間
い
 

謹
註
請
 
「
老
人福
祉
大会
」
開く
「
畔
発
い
 

提
出
し
て
下
さ
い
。
 

な
お
、
通
知
も
れ
の
方
が

あ
 

り
ま
し
た
ら
、
市
福
祉
事
務
所
 

こ
の
ほ
ど
開
い
た
美
術
展
示

会
の
収
益
金
の
一
部
を
贈
っ
た

も
の
で
す
。
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「災害復興住宅資金」の 

ニ 	 借入れを希望される方へ 
住宅金融公庫 

火災・地震・暴風雨等の災害で住宅に被害を受けた方に対し、建 

設・補修資金の融資を行います。 

＠建設の場合 

被災直前の建物価額の S割以上の被害を受けた場合は、下表の融 

資限度内で建設資金の融資をします。 

また、建物と同時に宅地も被害を受け整地を行うときは整地資金 

を、宅地が流失し新たに宅地を取得するときは土地取得資金を、そ 

れぞれ、建物資金とあわせて融資します。 

⑥融資の限度額 

住宅の種別 
災害復興住宅建設資金 土地取得費の 整地費の

融資限度額 融資限度額 一平方メートル当たり価額 融資限度額 

耐火構造の住宅

簡易耐火構造の住宅 
610万円 85. 400円 

190・万円 90万円 

木造 等 の 住宅 540万円 75, 300円 

＠利 率 年 5.5% 
	

、、 

＠償還期間 

つ
の
団

体
に

感
謝

状
 

国
体
・
市
民
運
動
に
対
し
 

こ水害で売上けが減ったミ 

中小企業者へ復旧資金を貸付け 

先般の水害で直接被害にあうか、売り上げが減った 

り売掛金が増えたなどの、間接的な被害を受けた中小 

マーー 企業者は、国民金融公庫・環境衛生公庫から災害復旧 

資金の貸し付けを受けることができます。 

◇貸し付け限度 

＠国民金融公庫 

新規申し込みの方 1 ,2 0 0万円まで 

取引のある方 1 ,6 0 0 万円まで 

＠環境衛生金融公庫 

別ワクとして 1 ,0 0 0 万円まで 

◆利率 年7・8% 

（ただし、対象になる設備によって 7,・75%- 6・ 

5 ％まで） 

◇償環期間 10年以内（ 2 年以内の据え置きを含む） 

◆保証人等 保証人は、1人以上。500万円までは 

原則として無担保扱いとなります。 

◆添付する書類 

被害を直接受けた方は、市長か消防署長発行の「被 

災証明書」‘を添付して下さい。 

なお、詳しくは市商工観光課または国民金融公庫弘 

前支店へお問い合せ下さい。 

耐火構造 簡易耐火構造 その他の構造 備 	 考 

35年以内 25年以内 18年以内 
融資の日から 3年以内の据え置き期間を設ける

ことができ、その期間、償還期間を延長できます。 

⑥補修の場合 

補修に要する額が10万円以上で、被災直前の建物価額の 5割未満

の被害を受けた場合は、下表の融資限度内で、補修資金の融資をし

ます。また、補修する家屋を移転するときは移転資金を、宅地に被

害を受け整地を行うときは整地資金をそれぞれ、補修資金とあわせ

て融資します。 

＠融資の限度額 

災害復興住宅補修費の融資限度額 移転費の融資限度額 整地費の融資限度額 備 	 考 

木 造 専 10万円以 1-270万円以下

耐大・簡耐 10万円以上3m万円以下 
90 万円 90 万円 

補修費のほか移転費と整地費をあわせ 

贈，茄議髭 490難と整地費 

＠利 率 年 5.5% 
＠償還期間 

10年以内。(1年以内の据え置き期間を設けることができまえ） 

＠借入れの申込み 

10月31日までです。なお、融資を受ける方の資格、借入れ申込み 

等詳しくは、住宅金融公庫支所か住宅金融公庫業務取扱金融機関へ 

お問い合せ下さい。 

の
団
体
に
感
謝
状
と
記
念
品
を

贈
り
ま
し
た
。
 

感
謝
状
を
受
け
た
の
は
、
昭

和
パ
ー
ル
会

（斎
藤
徳
久
会
長
）
 

と
大
和
山
連
合
青
年
会
五
所
川

原
支
部
青
年
部
（
葛
西
充
支
部

長
）
で
す
。
 

“

昭
和
パ
ー
ル
会
で
は
、
国
体

の
競
技
に
役
立
て
て
下
さ
い
と

テ
ン
ト
三
張
り
を
贈
り
、
ま
た

大
和
山
青
年
部
で
は
、
国
体
の

選
手
・
役
員
の
お
土
産
に
と
皆

ん
な
で
作
っ
た
津
軽
タ
コ
絵
千

五
百
枚
を
市
に
託
し
た
も
の
で

す
。
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県下小学校卓球大会で 
』
 

五
所
川
原
郵

便
局
簡
易
保
険

払
込
団
体
代
表

者
連
合
会
で
は
 

「簡
易
保
険
加

入
者
慰
安
素
人

演
芸
大
会
」
を

開
き
ま
す
。
 

隣
り
近
所
お

誘
い
合
せ
の
う

え
、
ぜ
ひ
ご
観

覧
下
さ
い
。
 

入
場
料
は
無
料
で
す
 

と
 
き
 
九
月
十
八
日

（日
）
 

午
前
九
時
か
ら
 

と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館
 

簡易保険加入者の 

素人演芸大会 

ニ
中
、
東
北
大
会
で

優
勝
 

女
子
卓
球

部
、
り
個
人
で
も
三
位
 

を
手
に
し
た
選

手
た
ち
は
、
新

谷
校
長
と
と
も

に
市
庁
舎
を
訪

れ
寺
田
市
長
に

喜
び
の
報
告
を

し
ま
し
た
。
 

～、～、～、～いノvv、ハハ～、ノ、ハノv、～~、ハノ 

、ノvvv、ノv、～、ハハノv、～vvvvvvvヘノ、ノv 

市
立
第
二
中
学
校
（
新
谷
雄

蔵
校
長
）
の
女
子
卓
球
部
は
、
 

さ
る
八
月
六

・
七
の
両
日
山
形

県
酒
田
市
で
行
わ
れ
た
「
第
七

回
東
北
中
学
校
卓
球
大
会
」
で

団
体
優
勝
し

ま
し
た
。
 

ま
た
女
子
個
人
戦
で
も
、
同

校
の
長
峰
美
由
紀
さ
ん
（
三
年
）
 

が
第
三
位
と
な
り
ま
し
た
。
 

八
月
十
一
日
優
勝
杯

・
表
状
 

青
森
県
卓

球
連
盟
主
催

の
「
第
三
回

青
森
県
小
学

・

校
軒
球
大
会
」
 

は
、
さ
る
八

月
十
四
日
青

森
市
・
県
営

体
育
館
で
行

わ
れ
、
市
、
 

田
川
小
学
校

か
「
」野
駒
1
1
1
 

郎
校
長
）
か

ら
四
人
が
上

、
 

位
入
賞
し
ま
 

し
た
。
 

大
会
に
は
、
地
区
予
選
を
勝

ち
抜

い
た
三
百
二
十
二
人
の
選

手
が
参
加
し
、
熱
戦
を
展
開
し

ま
し
た
。
 

田
川
小
学
校

の
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。
 

◇
五
年
男
子
シ

ン
グ
ル
ス

⑥
第
一
位
 
奈
良
一
志

⑥
第
三
位
 
新
谷
一
仁

◇
六
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

⑨
第
一
位
 
小
笠

原
勝

◇
六
年
女
子
シ
ン
グ

ル
ス

＠
第
一
位
 
奈
良
幸
子
 

（
敬
称略
）
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
 

毎
年
九
月
一
日
現
在
で
「
選
挙
 

人
名
簿
」
を
調
 

整
し
、
九
月
十
 

日
で
選
挙
人
名
 

簿
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
 

こ
の
調
整
し
た
「
選
挙
人
名
 

簿
」
を
次
の
日
程
で
縦
覧
に
供
 

「郵
便
は
が

き
」
 
の
つ
も
り

で
投
函
し
た
ら
、
先
方
で
不
足

料
金
を
と
ら
れ
た
。
 
「定
形
郵

便
」
だ
と
思
っ

て
投
函
し
た
ら
、
 

大
き
さ
、
重
量
ォ

ー
バ
ー
で
「
 

定
形
外
郵
便
」
と
な
り
、
料
金

不
足
で
受
取
人
の
方

に
ご
迷
惑

を
か
け
た
：
：
、

こ
ん
な
話
を

よ
く
き
き
ま
す
。
 

ポ
ス
ト
に
直
接
投
函
す
る
場

合
は
、
規
格
、
重
量
に
十
分
ご

注
意
下
さ
い
。

料
金
な
ど
に
自

信
の
な
い
場
合
は
、

ご
面
倒
で
 
 

し
ま
す
の
で
、

あ
な
た

の
選
挙
 
ま
す
）
 

権
を
お
確
か
め
下
さ
い
。
 

◇
縦
覧
の
時
間
 
午

前
八
時
 

あ

な

た

の

選

挙

権
は

7
 

◇
縦

覧
の
場

◇
縦

覧
の
期
間
 
九
月
＋
一
 
所
 
市
選
挙
管
理
委
員
会
事

務

日
か
ら
九
月
十
五
日
ま
で
。
 

局
（
本
庁
四
階

）
 

（休
日
・
祝
日
で
も
縦
覧
で
き
 

ら
出
し
た
「
絵
は
が
き
」
が
 
「は

が
き
」
 
と
して
扱
え
な
い
よ
う

な
も
の
だ
っ
た
り
、
大
切
な
書

類
を
入
れ
た
郵
便
が
料
金
不
足

で
差
出
人
に
戻
っ
て
来
た
り
し

て
は
、
お
互
い
不
愉
快
な
思
い

を
し
ま
す
。
 

は
が
き
一
枚
で
受
取
人
に
ご

迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
、
 

郵
便
は
正
し
く
利
用
し
て
下
さ

い
。
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

田川小では 4人入賞 

“選
挙
人

名
簿

）
を
縦
覧
 

三
十
分
か

ら
午

後
五
時

ま
で
。
 

一局
だ
よ
り
」
 

郵
便
物
の
規

格
 

も
近
く
の
郵
便
局
へ

お
持
ち
に
な
っ
た
方

が
よ
ろ
し
い
か
と
思

い
ま
す
。
 

せ
っ
か
く
旅
先
か
 

警察官を募集 

高卒者を対象とした警察 

官の採用試験を次の日程で 

行います。 

◇採用人員 

0青森県採用 約40人 

〇警視庁・神奈川・埼玉 

・千葉・静岡県採用あわせ 

て 約50人 

◇試験（第1次） 

0とき 10月30日（日） 

午前 8時30分から 

0ところ 青森工業高校 

・八戸西高校・弘前工業高

校 

◇受験資格 昭和25年 4 

月 2日から昭和35年 4 月 1 

日までに生まれた男子です。 

ただし、警察官（大学率） 

の受験資格のある方は除き

ます。 

◇受付期間 9 月1日 

（木）から 9 月27日（火）まで。 

なお、申し込み、 2 次試

験など詳しくは五所川原警

察署か最寄りの警察官派出

所・駐在所へお問い合せ下

さい。 



話
合
う
 
家
族
で
 
事
故

の
な
い
世
界
 

（
議
舞
轟「
 

税
金
に
は
所
得
税
な
ど
の
よ

う
に
直
接
納
め
る
税
金
の
ほ
か

に
、
物
品
税
や
酒
税
、
揮
発
油

税
、
砂
糖
消
費
税
、
入
場
税
な

ど
の
よ
う
に
税
金
が
商
品
の
価

格
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
間
接

税
が
あ
り
ま
す
。
 

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活

に

深
い
か
か

わ
り
を
持

つ
間
接
税
 

の
う
ち
か
ら
酒
税
と
物
品
税
、
 

そ
れ
に
身
近
か
な
自
動
車
に
つ

い
て
の
税
金
に
つ
い
て
説
明
し

ま
す
。
 

〔酒
税
〕
清
酒
や
ビ
ー
ル
、
 

ウ
イ
ス
キ
ー
な
ど
の
酒
類
に
か

か
る
税
金
で
す
。
製
造
場
か
ら
 

品
物
に
か
か
る
税
金
 

出
荷
さ
れ
る
と
き
の
数
量
に
税

率
を
か
け
て
計
算
す
る
従
量
課

税
と
、
価
格
の
高
い
高
級
酒
の

よ
う
に
出
荷
価
格
に
税
率
を
か

け
る
従
価
課
税
の
方
法
が
と
ら

れ
て
い
ま
す
。
 

〔物
品
税
〕
宝
石
類
や
貴
金

属
製
品
、
ゴ
ル
フ
用
具
、
自
動
 

車
、
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
な
ど
比

較
的
ぜ
い
た
く
な
装
飾
品
や
娯

楽
用
品
な
ど
に
か
か
る
税
金
で

す
。
宝
石
な
ど
の
よ
う
に
小
売

価
格
に
税
率
を
か
け
、
小
売
の

段
階
で
納
め
る
方
法
と
、
ゴ
ル

フ
用
具
の
よ
う
に
製
造
場
か
ら

出
荷
さ
れ
る
と
き
に
納
め
る
方

法
と
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

〔自
動
車
に
か
か

る
税
金
〕
 

国
税
と
し
て
は
物
品
税
と
自

動
車
重
量
税
、
地
方
税
と
し
て

自
動
車
取
得
税
、
自
動
車
税
が

か
か
る
ほ
か
、
自
動
車
用
の
ガ

ソ
リ
ン
に
も
揮
発
油
税
と
地
方

道
路
税
が

か
か
り
ま
す
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

r
 広

報
紙
の
早
期
配
布
に
ご

協
力
願

い
ま
す
 

日童心に帰って 
老人スポーツ大会 

、 	 ー  ／ 

市
で
は
、
昭
和
五
十
一
年
度

の
「
市
税
完
納
表
彰

式
」
を
次

の
日
程
で
開
き
ま
す
。
該
当
者

は
ぜ
ひ
出
席
し

て
下
さ
い
。
 

◇
と
き
 
九
月
十
三
日
（
火
）
 

午
前
十
時
か
ら
 

◇
と
こ
ろ
 
市

民
文
化
会
館

ホ
ー
ル
 

昨
年
度
の
市
税
完
納
者
は
六

千
五
百
十
二
人
で
、

こ
の
う
ち

表
彰
年
に
あ
た
る
完
納

者
は
一
一
 

農
業
者
年
金
基
金
で
は
、
年

金
事
業
の
ほ
か
に
次
の
事
業
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用

下
さ
い
。
 

●

離
農
給
付
金
の
支
給
 

白
作
地
三
十
ァ
ー
ル
以
上
を

所
有
し
て
い
る
農
業
経
営
者
が
、
 

第
三
者
に
経
営
移
譲
し
て
離
農

し
た
場
合
、
 一
定
の
要
件
が
備

わ
っ
て
い
れ
ば
、
離
農
給
付
金

を
支
給
し
ま
す
。
 

・

農
地
等
の
買
い
入
れ
 

買
い
入
れ
る
農
地
等
は
、
農

用
地
区
域
内
で
、
缶
‘
皿
の
加
入

者
ま
た
は
経
営
移
譲
年
金
、
離

農
給
付
金
の
受
給
の
条
件
に
あ

っ
て
い
る
方
か
ら
で
す
。
 
 

十
年
が
七
十
四
人
、
十
五
年
が

百
九
十
人
、
十
年
が
二
百
二
人
、
 

七
年
が
二
百
三
十
七
人
、

五
年

が
三
百
四
人
、

三
年
が
四
百
八

十
七
人
の
千
四
百
九

十
四
人
で

す
。
 

ま
た
、
特
別
徴
収
事
業
所
九

十
三
カ
所
が
完
納
し
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十
年
度
の
完
納
者
よ

り
六
百
二
十
三
人
増
え
て
お
り
、
 

皆
さ
ん
の
深
い
理
解
と
ご
協
力
 

●

農
地
等
の
売
り
渡
し
 

売
り
渡
し
の
相
手
は
、
経
営

規
模
拡
大
を
は
か

る
年
金
の
加

入
者
ま
た
は
、
農
地
保
有
合
理

化
法
人
等
で

す
。
 

・

買
い
入
れ
資
金
ゆ
融
資

農
地
等
を
買
い
入

れ
る
た
め

に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け
を
行

っ
て
い
ま
す
。
 

△
貸
付
け
条
件
 

〇
貸
付
け
額
 
三
十
万
円
以
上

一
 

（
十
万
円
単
位
）
 

、
 

〇
返
済
 
一
元利
均
等
年
斌
払

い

〇
償
還
期
限
 
三
十
年
以
内
（
 

す
え
置
き
期
間
、
三
年
以
内
）
 

O
利
率
 
年
三
パ

ー
セ
ン
ト

な
お
、
貸
付
対
象
の
農
地
等
 r

 
に
対
し
感
謝
し
ま
す
。
 

な
お
、
当
日
は
午
後
十
二
時

三
十
分
か
ら
同
じ
会
場
で
斎
藤

又
四
郎
、
金
多
豆
蔵

一
行
が
参

加
し
、
各
支
部
対
抗
の
演
芸
大

会
も
行
い
ま
す
。
 

コ
津
軽
保
健
協
で
J
 

F
ニ
万
円
贈

る
L
 

津
軽
保
健
生
活
協
同
組
合
（
 

津
川
武
一
組
合
長
）
は
こ
の
ほ

ど
、
集
中
豪
雨
の
災
害
を
受
け

た
市
に
対
し
二
万
円
の
見
舞
金

を
贈
り
ま
し
た
。
 

は
、
農
用
地
区
域
内
で
、
三
十

ア
ー
ル
以
上
買
い
受
け
す
る
も

の
で
か
つ
、
買
い
受
け
人
の
経

営
耕
地
面
積
は
、
買
い
入
れ
よ

う
と
す
る
農
地
を
含
め
二
百
三

十
六

・
五
ア
ー
ル
以
上
と
な
る

こ
と
が
条
件
で
す
。
 

詳
し
く
は
、
市
農
業
委
員
会
 

（
。内
線
三
一
四
番
）

へ
お
問
 

‘
い
合せ
下
さ
い
。
 

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
（
大

谷
慶
作
会
長
）
主
催
の
第
三
回

老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
は
、
八
月

十
九
日
南
小
学
校
校
庭
に
、
お

よ
そ
五
百
人
の
お
と
し
よ
り
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
日
は
、
幸
い
好
天
に
め

ぐ
ま
れ
、
ビ
ン
ツ
リ
競
走
や
セ

ン
ベ
イ
喰

い
競
走
、
ボ
ー
ル
送

り
競
走
等
の
ほ
か
、
新
し
く
試

み
た
婿
さ
が
し

・
嫁
さ
が
し
競

走
に
珍
プ
レ
ー
が
続
出
し
、
出
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市
税
完

納
、

一
 
 」
協力
あ
り
が
と
う
 

表
彰
式
は
十

三
日
で

す
 

ク農
業
者
年
金
7
 

こ
ん
な
事
業
も

行
っ

て
い
ま
す
 

一
 

場
者
み
ん
な
が
童
心
に
帰
っ
て

一
日
中
は
し
ゃ

い
で
い
ま
し
た
。
 


	001
	002
	003
	004
	005
	006

